
アイヌ政策推進交付金事業計画 

１ 事業名 標津町アイヌ施策推進事業 

２ 事業の種類 （文化振興事業） （地域・産業振興事業） （コミュニティ活動支援事業） の別 

３ 事業の目的 アイヌ文化等を次世代への承継、アイヌの歴史等を活用した観光振興及びアイヌの時代か

ら続くサケ漁などの振興を行うことにより魅力ある地域社会を形成することを目的とする。 

４ 事業の概要 （１）文化振興事業 

①遺跡群学術調査及び文化財保存活用等検討事業 

②アイヌ文化理解促進関係事業 

○事業実施主体

標津町

○事業の実施場所

・標津町ポー川史跡自然公園

・標津町内に点在する史跡等

・伊茶仁生活館又は茶志骨生活館、標津町保健福祉センター等

○事業の実施期間

交付決定の日～令和５年３月

○事業の内容と考え方

①遺跡群学術調査及び文化財保存活用等検討事業

・標津遺跡群の価値を高めると共に、遺跡群とその周辺の文化財群を総合的な活用を通

じて、アイヌの人々が地域の歴史にどのように関わってきたかの理解を深めるため、主

に文化財活用を検討する地域計画検討部会と、主に文化財の調査と保存を検討する

史跡保存活用検討部会、天然記念物活用検討部会の各種会議の開催、技術指導アド

バイザー招聘、委員による先進地視察等を実施する。

・出土品等の産地同定や年代測定等を行い、歴史文化財及び観光資源等としての高付

加価値化、公開展示品数の増加を目指す。

・本事業は、歴史文化の振興のみならず、観光産業や水産業振興等への効果的な活用

の研究にも資するものと考える。

・令和4年度の主な事業は、文化財保存活用検討委員会、文化財保存活用計画策定、

史跡天然記念物保存活用計画製本、出土鉄製品保存処理、遺跡周辺学術調査、伝統

的生活空間イオル再生事業など。

②アイヌ文化理解促進関係事業 

・歴史文化財を活用したイベントやアイヌの伝統的な歴史文化を体験できる教室等の開

催により、アイヌの歴史文化の普及促進を図る。

・令和4年度の主な事業は、歴史の道ウォークイベントや謎解きイベントなど関連する文

化財や施設を活用し、歴史文化を体感しながら学ぶことのできるイベントの開催、アイヌ

ししゅう体験教室など。
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（２）地域・産業振興事業 

①アイヌ文様ラッピング車輌総合交通事業 

②アイヌ文化観光ルート及びメニュー構築事業 

③観光施設等整備事業 

④PR用資材整備活用事業 

○事業実施主体 

標津町 

○事業の実施場所 

・標津町内外の交通対策 

・標津町ポー川史跡自然公園 

・標津町内に点在する史跡等 

・標津サーモン科学館 

・町内商工業店舗等 

○事業の実施期間 

交付決定の日～令和５年３月 

○事業の内容と考え方 

①アイヌ文様ラッピング車輌総合交通事業  

・当地域は交通手段が限定的で脆弱であることから、町が所有する車輌にアイヌ文様の

ラッピングを施して総合交通事業を運営する。 

・アイヌラッピングバスは、地域住民の生活の足となる町内デマンド運行や学生の足とな

るスクールバス、町内外行事等への参加に利用できる貸切運行を町内のバス事業者へ

業務委託することで交通基盤を強化し、コミュニティ活動の安定化、活性化を図るととも

に、アイヌ文様や車内に設置する予定のＰＲパンフ等により日常的にアイヌ文化の情報

に触れることで、アイヌ文化への理解促進、普及振興が図られると考えている。 

・アイヌラッピングワゴンは、地域住民の生活の足となる町内デマンド運行や学生の足と

なるスクールバス等の生活交通デマンド運行を町内ハイヤー事業者へ委託することで

生活交通基盤の確保、強化を図り、また、学術調査やアイヌ文化教室等、観光や遺跡

調査等に活用するとともに、アイヌ文様や車内に設置する予定のＰＲパンフ等により日

常的にアイヌ文化の情報に触れることで、アイヌ文化への理解促進、普及振興が図られ

ると考えている。 

・令和4年度の主な事業は、総合交通事業の他、令和元年度に本交付金を活用して導入

した車輌2台のアイヌ文様ラッピングを更新する。 

②アイヌ文化観光ルート及びメニュー構築事業  

・町内に点在する史跡等の資源を有効活用し、ストーリー性のある観光周遊ルート等を構

築することで観光産業へ寄与するとともに、広くアイヌ文化への理解促進を考えている。 

・WEBやマップ等の周遊ツールの整備等を総合的且つ効果的に推進することを考えて

いる。 

・令和4年度の主な事業は、情報発信ウェブサイト運営。 

③観光施設等整備事業  
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・文化財保存活用等検討事業の検討結果により精査することとなるが、サーモン科学館

を改修し、当町におけるアイヌ文化推進のコンセプトとなる「鮭の聖地とアイヌの歴史」コ

ーナーの整備や、史跡をＣＧ等のデジタルコンテンツで復元し公開するシステム作りを

考えている。

・アイヌの歴史文化普及や地域の賑わいづくりに寄与する大型テント等のイベント物品の

整備を検討する。

・令和4年度の主な事業は、ポー川史跡自然公園施設見学事前事後学習ツール制作な

ど。

④PR用資材整備活用事業 

・ポスターやパンフレット、その他の啓発グッズなどＰＲ資材を制作し、関係施設やアイヌ

文様車輌への設置、日常的に多くの方の目に触れるような活用方法を検討し、アイヌの

人々のシビックプライド醸成を図ることを考えている。

・当町のアイヌ文化推進プロジェクトのコンセプトを伝える「鮭の聖地とアイヌの歴史」物語

の短編動画制作、ポー川史跡自然公園、サーモン科学館等での公開を考えている。

・令和4年度の主な事業は、鮭の聖地の物語及び標津遺跡群に関するパンフレット整備

など。

（３）コミュニティ活動支援事業 

①茶志骨（チャシコツ）生活館建替え事業 

○事業実施主体

標津町

○事業の実施場所

・標津町内

・標津町茶志骨地区

○事業の実施期間

交付決定の日～令和５年３月

○事業の内容と考え方

①茶志骨（チャシコツ）生活館建替え事業

・地域住民の寄り合いの場として利用されている茶志骨生活館は、昭和４９年の建設と当

町で最も古く、老朽化が進行しているため建替えによる利便性向上等を図る。

・令和4年度の主な事業は、敷地境界測量、地盤調査、実施設計など工事前の各種業務

を実施する。

５ アイヌ施策推

進地域計画にお

ける記載 

４－１ アイヌ文化の保存又は継承に資する事業 

①遺跡群学術調査及び文化財保存活用等検討事業 

・文化財の保存及び活用等を検討し、標津遺跡群の価値を高めると共にアイヌ文化への

理解を深めるため、地域計画検討部会、史跡保存活用検討部会、天然記念物活用検

討部会の各種会議の開催、技術指導アドバイザー招聘、委員による先進地視察等を

実施する。 

・出土品等の産地同定や年代測定等を行い、歴史文化財及び観光資源としての高付加
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価値化、公開展示品数の増加を目指す。 

・歴史文化の振興のみならず、観光産業や水産業振興等への効果的な活用の研究にも

資するものと考えられる。

４－２ アイヌの伝統等に関する理解の促進に資する事業 

①アイヌ文化理解促進関係事業 

・アイヌ文化と歴史的に関わりのある縄文時代をテーマとしたイベント等の開催やアイヌを

テーマにした公演等を主催し、アイヌ文化及び関連施策への理解促進を図る。

・伝統的アイヌ文様刺繍等のアイヌ文化教室の開催により、アイヌ文化への理解促進を

図るとともに、将来的にアイヌ装束等のレプリカ制作を担える人材育成を推進する。

４－３ 観光の振興その他の産業の振興に資する事業 

①アイヌ文様ラッピング車輌総合交通事業 

・当地域は交通手段が限定的で脆弱であることから、町が所有する４台のバスに加え新

規に３０人乗り程度のマイクロバスを１台と、新規に１０人乗り程度のワゴン車輌を1台を

整備し、これらの車輌にアイヌ文様のラッピングを施して総合交通事業を運営する。当

事業により、住民の生活の利便性向上を図るとともに、日頃からアイヌ文化に触れるこ

とでアイヌの歴史文化の理解促進、普及振興を図る。 

・アイヌラッピングバスは、主に地域住民の生活の足となる町内デマンド運行や学生の足

となるスクールバス、町内外行事等への参加に利用できる貸切運行を町内のバス事業

者へ業務委託することで交通基盤を強化し、コミュニティ活動の安定化、活性化を図る

とともに、日常的にアイヌ文様や車内に設置する予定のＰＲパンフ等により、アイヌ文化

への理解促進、普及振興を図る。 

・アイヌラッピングワゴンは、主に地域住民の生活の足となる町内デマンド運行や学生の

足となるスクールバス等の生活交通デマンド運行を町内ハイヤー事業者へ委託するこ

とで生活交通基盤の確保、強化を図り、また、学術調査やアイヌ文化教室等、観光や

遺跡調査等に活用するとともに、日常的にアイヌ文様や車内に設置する予定のPRパ

ンフ等により、アイヌ文化への理解促進、普及振興を図る。 

②アイヌ文化観光ルート及びメニュー構築事業 

・アイヌ文化にまつわる観光ルートの構築のため、ブランドコンセプトブックやプロモーシ

ョン素材の整備、観光動向調査、プロモーション戦略策定等を実施する。

・モニターツアーを実施し、観光メニューの構築を目指す。

・周遊ツールの整備(ＷＥＢ、マップ等)。

③観光施設等整備事業 

・文化財保存活用等検討事業の検討結果により精査することとなるが、サーモン科学館

を改修し、当町におけるアイヌ文化推進のコンセプトとなる「鮭の聖地とアイヌの歴史」

コーナーを整備する。 

・史跡をＣＧ等のデジタルコンテンツで復元し公開するシステム作り。

・英語音声埋め込み式野外解説表示、翻訳機×４個を整備する。

・アイヌの歴史文化普及や地域の賑わいづくりに寄与する大型テント等のイベント物品の

整備を検討する。
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④ＰＲ用資材整備活用事業 

・ポスターやパンフレット、その他の啓発グッズなどＰＲ資材を制作し、関係施設やアイヌ

文様車輌への設置、日常的に多くの方の目に触れるような活用方法を検討し、アイヌ

の人々のシビックプライド醸成を図る。 

・当町のアイヌ文化推進プロジェクトのコンセプトを伝える「鮭の聖地とアイヌの歴史」物語

の短編動画制作、ポー川史跡自然公園、サーモン科学館等での公開を行う。

４－４ 地域内及び地域間の交流並びに国際交流の促進に資する事業 

①茶志骨（チャシコツ）生活館建替え事業 

・地域住民の寄り合いの場として利用されている茶志骨生活館は、昭和４９年の

建設と当町で最も古く、老朽化が進行している。

・建替えによる利便性向上及びアイヌ文化教室等による利用促進を図る。

６ 事業の成果目標等 

(1)成果目標の達

成に向けた工程 

（１）文化振興事業 

①遺跡群学術調査及び文化財保存活用等検討事業 

・価値が潜在化している文化財の研究は、先住民族であるアイヌの人々の生活により当

地域の文化基盤が形成されたことの証明へと繋がり、また、当地域に限らず、アイヌの

歴史文化の理解促進に寄与するものと考えられる。

・文化財の保存及び活用等を検討するため、地域計画検討部会、史跡保存活用検討部

会、天然記念物活用検討部会の各種会議の開催、技術指導アドバイザー招聘、委員

による先進地視察等を実施する。

・歴史文化の振興のみならず、観光産業や水産業振興等への効果的な活用の研究にも

資するものと考えられる。

・以上のことから、出土品の同定数等（公開可能な文化財等資源の増加）の件数が増え

るほど効果が高まると考えられる。

②アイヌ文化理解促進関係事業

・アイヌ文化をテーマとした行事等により、アイヌ文化及び関連施策への理解促進を

図ることがアイヌの尊厳を守り、また、アイヌ文化の継承との融和の促進に繋がると

考えられることから、定期的に開催する予定のアイヌ文化教室への参加者確保を成

果目標とする。

（２）地域・産業振興事業 

①アイヌ文様ラッピング車輌総合交通事業 

・交通基盤を強化することでコミュニティ活動の安定化及び活性化、アイヌ文化の保存と

振興が図られ、且つ、PR資材を活用することでアイヌ文化への理解促進による融和が

推進される事業であり、アイヌ文様ラッピング車輌の利用者数が増えるほど効果が高ま

ると考えられる。

②観光施設等整備事業 

・標津町ポー川史跡自然公園及び標津サーモン科学館にアイヌ関連設備を整備すると

ともに、別途整備した観光用資源を活用することで、広くアイヌ文化関連の情報発信を
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図る事業であり、両施設の来場者数が増えるほど効果が高まると考えられる。 

（３）コミュニティ活動支援事業 

①茶志骨（チャシコツ）生活館建替え事業 

・老朽化が進む生活館を建替えることで地域住民が安心して利用できる環境が整

備される。

(2)成果目標、

（中間）目標年度

（成果目標に対

する現状値、及

び成果目標の達

成見込みについ

て記載すること） 

（１）文化振興事業 

○出土品の同定数等

（中間目標） 

・令和元年度 １０点

・令和２年度 ２０点

・令和３年度 ２０点

・令和４年度 ２０点

・令和５年度 ３０点

（最終目標） 

令和元年度から令和５年度に出土品同定数１００件を目指す。 

○アイヌ文化教室の参加人数

（中間目標） 

・令和元年度 延べ１０人

・令和２年度 延べ１５人

・令和３年度 延べ２０人

・令和４年度 延べ２５人

・令和５年度 延べ３０人

（最終目標） 

令和５年度までに延べ３０人／年間の参加者を得て、普及振興・理解促進を図る。 

（２）地域・産業振興事業 

○アイヌ文様ラッピング車輌の利用者数

（中間目標）

・各年度のラッピング車輌利用者数 延べ２７，０００人／年間

（最終目標） 

・令和５年度 ラッピング車輌利用者数 延べ２７，０００人／年間を維持する。

○観光施設等整備事業

（中間目標） 

（最終目標） 

・標津町ポー川史跡自然公園来場者数

令和５年度 ５，０００人／年間 

（３）コミュニティ活動支援事業 

○アイヌ生活館の利用者数（標津・伊茶仁、忠類、茶志骨の４地区生活館）

（中間目標） 

（最終目標） 
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・令和５年度に建替え工事完了、以降年間で４地区生活館１，０４０人以上の利用促進

を図る。 

(3)成果目標の確

認方法 

各ＫＰＩについて、実績値を公表するとともに関連施設での公開展示等を行う。また地域計

画策定委員会等により、目標の達成状況等について検証を行い、改善点を踏まえて計画期

間内の事業実施等に反映する。 

7 地域の概要 

( 1 )地域におけ

るアイヌ文化等

の現状及び課題 

標津町の行政区域はかつてメナシと呼ばれ、江戸時代以前、当地に暮らしたメ

ナシアイヌは、サケを暮らしの支えとしながら国境とは無縁の交易を行い、経済

力の高い社会を築いていた。地域の名称も「シペッ（大きな川のある所）」や

「シペオッ（鮭が多くいる所）」という説のある標津（シベツ）をはじめ、伊茶

仁（イチャニ）、茶志骨（チャシコツ）、忠類（チュウルイ）、古多糠（コタヌ

カ）、薫別（クンベツ）、崎無異（サキムイ）等アイヌ語由来の集落が多く現存

する。 

しかし、江戸時代中期に起きたクナシリメナシの戦い以後、蝦夷地の内国化政

策重点地域とされたメナシアイヌの暮らしは、時代ごとに変遷した政策により翻

弄され続けた。幕末に当地を治めた会津藩は、国境地域の安定には、アイヌと和

人が共に開拓に臨む社会の実現が必要と考え、アイヌ文化と和人文化の溝を埋め

る活動が推進された。 

また、明治以降の当地の発展はサケ漁を中心とした水産業を軸に進められたた

め、元々サケ漁を行っていたメナシアイヌは漁業者の一翼を担う中で、他地域に

先駆けて「和人文化との融和」「日本人化」が進み、地域固有の伝統的アイヌ文

化は急速に失われていった。 

これらの歴史的経緯を通じ、１９７２年に社団法人北海道アイヌ協会標津支部

（２０１４年より「標津アイヌ協会」）が設立され、現在、標津町のアイヌ系住

民は、標津アイヌ協会の会員としては８０名（２０１９．５月現在）いるもの

の、アイヌをルーツに持ちながらも自ら「アイヌ民族」を表明しない人々や自覚

しない人々（サイレントアイヌ）が大勢を占めることとなった。 

近年、アイヌ文化の価値が社会的に再評価されるようになったことを受け、２

００９年には地元アイヌ協会の主催によるアイヌの伝統的先祖供養儀式「標津イ

チャルパ」が始まった。またこうした地道な取り組みが功を奏し、２０１９年に

は、これまでアイヌをルーツに持ちながらも、それを表明していなかった町内在

住の方から、アイヌ文化にまつわる装飾品を、文化財として寄贈を受けるなど、

アイヌ文化に対する地域住民の意識に変化が起こりつつある。 

しかし、アイヌ文化再興の取組みである標津イチャルパは、祭祀の派遣から事

前事後の作業を含め、運営の多くに他地域のアイヌ民族の支援を受けており、更

に、この支援の継続が困難になりつつある。将来に向け、供養や文化再興の取組

を持続可能なものとするには、供養の方法や、文化再興の担い手育成を検討し、

地域が自立的に取組を推進する仕組みづくりが必要である。 

このことから、地域のアイヌ文化振興に向けては、地域の文化財に込められた
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歴史のストーリーを通じ、アイヌか否かを問わず、住民が地域のＤＮＡとしての

アイヌ文化に愛着や誇り、アイデンティティーを感じる状態を生み出すことで、

アイヌ、サイレントアイヌの人々が自らのルーツに誇りを持って生きられる社会

を実現することが重要である。 

(2)施設等の管理

運営体制 

・標津町ポー川史跡自然公園は、町が管理運営している。

・標津サーモン科学館は、指定管理者制度により特定非営利活動法人サーモンサイエンス

ミュージアムが管理運営を代行している。

・各生活館は町が所有し、清掃や点検等管理の一部は地域住民が主体となり行っている。

・標津町保健福祉センターは町が管理運営している。

・標津町保健福祉センターは、病院、特別養護老人ホームに隣接している町の機関で、施

設内に６５歳以上の町民が無料で利用可能な「ひまわり温泉」があり、高齢者の寄り合いの

場として活用されている。 

( 3 ) アイヌ関係

団体及び地域住

民の協力体制 

標津アイヌ協会、水産業関係機関、関係する町内会等とは適宜意見交換を行っている。 
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８　収支予算

(1) 収入の部 （単位：円）　

国庫補助金 31,665,000 104,805,000 0 △ 73,140,000
都道府県負担額 0 0 0 0
市町村負担額 7,918,601 26,204,810 0 △ 18,286,209

民間団体負担額 0 0 0 0
雑入（対象外経費） 610,000 500,000 110,000 0

計 40,193,601 131,509,810 110,000 △ 91,426,209

(2) 支出の部 （単位：円）　

文化振興事業 13,640,710 11,347,529 2,293,181 0
　報償費 304,400 260,000 44,400 0
　旅費 1,287,140 1,196,980 90,160 0
　消耗品費 140,000 0 140,000 0
　印刷製本費 947,760 375,650 572,110 0
　通信運搬費 0 0 0 0
　手数料 22,110 47,045 0 △ 24,935
　委託料 8,108,500 6,977,850 1,130,650 0
　使用料及び賃借料 2,717,300 2,490,004 0
　備品購入費 113,500 0 113,500 0

地域・産業振興事業 17,132,891 120,162,281 0 △ 103,029,390
　報償費 0 0 0 0
　旅費 0 120,560 0 △ 120,560
　消耗品費 0 0 0 0
　印刷製本費 558,800 560,000 0 △ 1,200
　燃料費 521,400 415,800 105,600 0
　手数料 602,500 40,400 562,100 0
　委託料 15,422,048 36,939,330 0 △ 21,517,282
　使用料及び賃借料 28,143 26,191 1,952 0
　工事請負費 0 82,060,000 0 △ 82,060,000
　備品購入費 0 0 0 0

コミュニティ活動支援事業 9,420,000 0 9,420,000 0
委託料 9,420,000 0 9,420,000 0
工事請負費 0 0 0 0
備品購入費 0 0 0 0

合　計 40,193,601 131,509,810 0 △ 91,316,209
　報償費 304,400 260,000 44,400 0
　旅費 1,287,140 1,317,540 0 △ 30,400
　消耗品費 140,000 0 140,000 0
　印刷製本費 1,506,560 935,650 570,910 0
　燃料費 521,400 415,800 105,600 0
　通信運搬費 0 0 0 0
　手数料 624,610 87,445 537,165 0
　委託料 32,950,548 43,917,180 0 △ 10,966,632
　使用料及び賃借料 2,745,443 2,516,195 229,248 0
　工事請負費 0 82,060,000 0 △ 82,060,000
　備品購入費 113,500 0 113,500 0

区分
本年度予算額

（本年度精算額）
前年度予算額

（本年度予算額）

比較増減

増 減

経費区分
本年度予算額

（本年度精算額）
前年度予算額

（本年度予算額）

比較増減

増 減
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